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↓ ５ 年生の夏～秋頃:行き先をクラス内で仮決定（例年UiTMは ５ 名程度）
↓ ５ 年生秋頃:山城先生がUiTMの方に受け入れ確認をしてくださる
↓ ５  年生冬:学生（代表者）が具体的な日程や診療科についてUiTMの事務の方とメールで連絡






































ンギットを 用 意 する 必 要 はないと
思っていたのですが，日常生活
エリア内にVISA+対応のATMが無
かったので，観 光 に 連 れ 出 しても
らった時などにATMを見つけて必
要に応じて引き出しました。











１ つの共有スペースを使用する構造ですので， ２ 人と ３ 人に分












































　実 習 では，4０人 がさらに１３-１4人 の ３ グループに 分 かれて 各 クリニックを 回ったりグループディスカッ
ションを行ったりします。我々のBuddyもいずれかのグループに属していますので，そのグループの実習に
参加させてもらいました。　普段の実習（プライマリ・ケア）では基本的に 8 ：００～ ９ ：００開始ですが，車
で移動しなければならない場合もあるので，その場合には早く出なければなりません。具体的には， Sg 









た。 扱 っ た テ ー マ は「Dizziness」，「Red 













　Teluk intan Hospital は感染症科で回る病院ですが，現地の学生の尽力により，他ポスティングである感
染症科の実習にも参加させて頂くことができました。感染症科の実習に私は ３ 日間参加しました。内 １ 日は
５ 人全員参加の日帰り， ２ 日は希望者 ３ 人がTeluk intan の宿舎に １ 泊しての参加となりました。寮のある
Selayang Campusから 車 で ２ 時 間 ほどかかりますが，チャンスがあれば 是 非 行 くことをお 勧 めします。






















UiTMのDr. Hashidah（プライマリ・ケア），Dr. Punithavathy （プライマリ・ケア），Dr. Yazli（感染症科）， 
Dr. Masri（小児科），Mr.Farizul（事務），学生のみなさんには深く感謝します。ありがとうございました。
Dr.YazliとLumutにて
